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６年生企画 手作りの夏祭り～笑顔いっぱいの２日間～
６月２９・３０日に、６年生が夏祭りを開催してくれました。初めて（ここ

数年では）の企画でした。ポスター作りから道具や景品の準備まで、

何日もかけて準備していました。

遊ぶ場だけでなく、スタンプやシールをもらえる工夫もあり、みんなうれしそ

うに各コーナーを回っていました。

今回の夏祭りの企画は、栖本小の子供たちに、「手作りの道具で遊ぶ楽し

さを感じさせ、手作りの物でみんなを楽しませることができると気づかせてく

れる」企画でした。５年生は、来年自分達もがんばりたいと思いを膨らませて

いますので、この夏祭りが「伝統」になるのではないかと思います。

１学期を終えて～「ひだまり」の学校に～
あっという間の１学期でしたが、子供たちは毎日の勉強も、運動会等の行
事に向けても、大変よくがんばっていました。 一日一日を大切に、友達と励ま
し合う姿を多く見ました。

終業式では、「みなさんががんばっている姿を見せたことが、『大好きふるさと・周りの人に感

謝』を実現したことになる」、「６年生の夏祭り企画や１５０周年記念のうちわ・のぼり旗作りの取組

から『手作りは心がこもっているから、心があったかくなる』という話もしました。通知表は、

国語と算数だけですが、他教科や生活面、行事に向けたお子様のがんばりをたくさんほめてください。

大雨が続いた後は、急激な猛暑。毎日熱中症警戒アラートが発令されています。明日からは、夏
休み。熱中症には十分気をつけてほしいと思います。今年は、４４日という長～い夏休みです。け
がや事故なく、始業式に元気な姿を見せてくれることを楽しみにしています。

不審者対応避難訓練
６月２９日に不審者対応避難訓練を行いました。２年生教室の外から不審者役の駐在所福島さ

んに入ってきてもらっての訓練でした。子ども達は、合い言葉を覚えており、スムーズに避難できまし

た。福島さんには、令和７年に起きた声かけ事案の数や身を守るための行動に

ついて話していただきました。下校中の声かけ事案が多いこと、身を守るために

は、「いかのおすし」を思い出してほしいという話がありました。

もしものときには、「いかのおすし」を行動に移してほしいと思います。



８月 １･２日（土・日） 寺子屋体験学習（５・６年）

１０・１２・１３・１４日 学校閉庁日

３０日（日） PTA親子美化作業

３１日（月） ２学期始業式

９月 ２日（水） 委員会活動

３日（木） 水俣に学ぶ肥後っ子教室（５年）

４日（金） 知能検査（１・３・５年）

６日（日） 栖本町敬老会（４年）

１０日（木） クラブ活動

１１日（金） イルカとの共生事業（４年）

１３日（日） 河内川河川清掃

２４日（木） 諸費納入日

行事予定 ※行事は変更になる可能性があります。

１０月くまもと教育の日取組月間

１日（水） クラブ活動

６日（火） 陸上記録会

７日（水） 委員会活動

９日（金） フリー授業参観

１５・１６日（木・金） 修学旅行（６年）

２２日（木） クラブ活動

２３日（金） 地球の歴史探究学（６年）

２９・３０日（木・金）集団宿泊教室（５年）

創立１５０周年記念～うちわ＆のぼり旗作り～
創立１５０周年記念式典の広報のために、１～３年生はうちわを、４～６年生はのぼり旗を手作りしました。

子供たちは、どんな絵を描こうか一生懸命考えて、ていねいに描いていました。１～３年生は、家に持ち帰り
ましたので、そのうちわであおぎながら、ご家族や親戚の小学校時代の話に花を咲かせていただけたらと
思います。４～６年生ののぼり旗は、旗が大きく時間がかかり、大変だったようですが、一生懸命に作ってい
ました。栖本町の目立つところに掲げたいと思います。

５年生作陶体験
７月２日に、濱平窯の方に来ていただき、５年生が作陶体験を行いました。ま

ず、陶磁器の説明があり、粘土から作られているのが陶器で、陶石から作られる

のが磁器だと学びました。

次に、作り方を教えていただきました。今回の作り方は、ひもづく

り。カップか皿かを選び、分かれて作っていきました。

子どもたちは丁寧にひもを作り、それをつなげて上手に形作って

いました。 今回は形作りまででした。２学期に絵付けをします。

着衣泳にチャレンジ！！
７月１０日に、消防署員の方に来ていただき、着衣泳に挑戦しました。１年生にとっては初めての着衣泳

で、恐怖心もあったと思いますが、力を抜いて浮かぼうとがんばっていました。

子供の感想を紹介します。

「服を着てプールに入ると浮かびにくくなって重かったです。浮かび方を知れてよかったです。人が溺れ

ているときに、物で助けることを知れてよかったです。これから忘れないようにしたいです。」


